
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　告

　示 

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件                         

四
六
四 

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
三
件             

四
六
四 

　公

　告 

○
争
議
行
為
を
行
う
旨
通
知
が
あ
っ
た
件                                           

四
六
九 

○
肥
料
の
検
査
の
結
果
の
概
要
を
公
表
す
る
件                                       

四
六
九 

○
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
す
る
件                                   

四
六
九 

　福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件
二
件                                                 

四
七
〇 

　福
島
県
公
安
委
員
会 

○
福
島
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                                   

四
七
五 

　福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
を
閉
鎖
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件                         

四
八
七 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
六
百
七
十
八
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
一
項
の
変
更
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
八
年

十
一
月
六
日
か
ら
同
年
十
二
月
六
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
福
島
市
総
務
部
総
務
課
市
民

情
報
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
八
年
十
一
月
六
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

　
　曽
根
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　福
島
県
福
島
市
曽
根
田
町
十
二
番
地
一 

二

　法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要 

　
　意
見
な
し 

三

　法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要 

　
　意
見
書
の
提
出
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
百
七
十
九
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
八
年
十
一
月
六
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
上
名
倉
字
金
山
六
一
、
六
二
、
六
三
の
一
、
六
三
の
二
、
六
四
の
三
、
六
九
の
一
、
七

〇
の
二
、
七
〇
の
三
、
七
一
の
三 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

二
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
佐
倉
下
字
中
田
一
の
六 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

三
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

─────────────────────────────────────────────────────────── 
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福
島
市
佐
原
字
大
豆
柿
下
一
〇
の
一 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

四
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
佐
原
字
川
石
田
五
八
の
一
、
字
清
水
田
二
九
の
一 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

五
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
桜
本
字
柳
田
四
〇
の
一
、
四
一
の
二
、
四
二
、
四
三 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

六
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
桜
本
字
下
柳
三
二
の
一
、
三
八
、
三
九
の
一
、
三
九
の
三 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

七
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
桜
本
字
森
子
段
二
一
の
一
、
二
二
の
一 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

八
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
桜
本
字
一
本
松
一
の
二
、
一
の
三 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

九
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
桜
本
字
北
道
田
三
の
四
、
三
の
八 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 
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⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

十
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
桜
本
字
新
田
一
〇
の
一
、
上
野
寺
字
舘
ノ
下
一
八
の
四 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

十
一
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
庄
野
字
□
原
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
の
四 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

十
二
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

福
島
市
庄
野
字
川
原
南
二
の
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
九
の
三
、
九
の
九
、

一
一
の
一
、
一
一
の
二
、
一
二
の
一
、
一
二
の
三
、
一
二
の
四
、
一
三
の
一 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
害
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
福
島
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
福
島
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

令
和
八
年
十
一
月
六
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

伊
達
郡
川
俣
町
小
綱
木
字
泥
蠅
山
九
の
七 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
俣
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

二
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

伊
達
郡
川
俣
町
飯
坂
字
後
峠
二 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
俣
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

三
１

　指
定
施
業
要
件
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

伊
達
郡
川
俣
町
大
字
小
島
字
擣
野
山
一
三
の
七 
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２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
俣
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

四
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

伊
達
郡
川
俣
町
大
字
小
島
字
舘
三
一
の
二 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
俣
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

五
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

伊
達
郡
川
俣
町
大
字
小
島
字
庭
坂
山
一
の
一
か
ら
一
の
三
ま
で 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
俣
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

六
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

伊
達
郡
川
俣
町
大
字
小
島
字
水
境
山
一
の
二
、
一
の
五
、
三
の
三 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
俣
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

七
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

伊
達
郡
川
俣
町
山
木
屋
字
六
分
山
四
の
三 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
俣
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

八
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

伊
達
郡
川
俣
町
山
木
屋
字
橋
端
山
一
の
九
（
国
有
林
）
、
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）
、
一
の
五 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

土
砂
の
崩
壊
の
防
備 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
川
俣
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
川
俣
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
六
百
八
十
一
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
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水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
八
年
十
一
月
六
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 
一
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

郡
山
市
湖
南
町
舘
字
入
辰
目
二
五
九
四
の
四
、
二
五
九
四
の
六
、
二
五
九
四
の
一
三 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
源
の
涵
養 
か
ん

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
郡
山
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

二
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

郡
山
市
湖
南
町
赤
津
字
西
岐
二
八
〇
一
の
二 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
源
の
涵
養 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
郡
山
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

三
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

郡
山
市
湖
南
町
舘
字
奈
良
橋
川
二
五
九
六
、
字
滝
二
六
二
七
、
二
六
三
〇
、
字
萓
ノ
茎
二
六
四

二
の
一
、
字
入
辰
目
二
五
九
四
の
一 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
源
の
涵
養 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
郡
山
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

四
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

郡
山
市
湖
南
町
中
野
字
北
沢
三
一
一
五
の
二
七
、
三
一
一
五
の
二
八 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
源
の
涵
養 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
郡
山
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

五
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

郡
山
市
湖
南
町
中
野
字
北
沢
三
一
一
五
の
一
五
六 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
源
の
涵
養 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
郡
山
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

六
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

郡
山
市
熱
海
町
高
玉
字
鶯
山
二
の
一
、
字
野
上
二 

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
源
の
涵
養 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
郡
山
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

七
１

　指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所 

郡
山
市
熱
海
町
中
山
字
三
ノ
沢
一
か
ら
四
ま
で 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

２

　保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的 

水
源
の
涵
養 

３

　変
更
後
の
指
定
施
業
要
件 

㈠

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

⑴

　主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。 

⑵

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
郡
山
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

⑶

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

㈡

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課

及
び
郡
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
公

　
　告 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

公
告
第
二
百
五
号 

　労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
全

日
本
港
湾
労
働
組
合
東
北
地
方
小
名
浜
支
部
執
行
委
員
長
舟
生
剛
か
ら
冬
季
一
時
金
お
よ
び
諸
要
求
に

関
し
て
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
付
け
で
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
八
年
十
一
月
六
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

一

　日
時

　令
和
八
年
十
一
月
九
日
七
時
以
降 

二

　場
所

　小
名
浜
海
陸
運
送
株
式
会
社
（
福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
字
高
山
三
一
二
︱
二
） 

三
洋
海
運
株
式
会
社
小
名
浜
支
店
（
福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜
字
高
山
三
二
八
︱
二
） 

三

　概
要

　全
職
場
に
お
い
て
、
二
十
四
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
、
時
間
外
労
働
拒
否
及
び
日
曜
日
就
労
拒

否
を
実
施
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
雇
用
労
政
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

公
告
第
二
百
六
号 

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
三
十
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
八
月
に
収
去
し
た
肥
料
の
検
査
の
結
果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

令
和
八
年
十
一
月
六
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 
令
和
８
年
８
月
分

 

（特
殊
肥
料

） 

特
殊
肥
料
生
産
業
者

届　
出　

名
検
査
の
結
果

備
考

、

の
指
定
名
輸
入
業
者
又

(及
び
商
品
名

) 
は
販
売
業
者

T
N

(%
)

T
P

(%
)

T
K

(%
)

C
/N

水
分

(%
)

堆
肥　
　

有
限
会
社
武
堆
肥　
　
　

1.5 
2.3

2.3
13

44.0
田
フ
ァ

 

ム
ー

堆
肥　
　

鈴
木　

博
徳
牛
糞
堆
肥　

0.7
0.7

1.1
22

66.6

注　
主
成
分
の
略
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

 
。

 T
N
－
窒
素
全
量

T
P
－
り
ん
酸
全
量

T
K
－
加
里
全
量

C
/N
－
炭
素
窒
素
比
水
分
－
水
分

 
、

、
、

、
含
有
量

 

（
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

公
告
第
二
百
七
号 

　家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
家
畜

人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。 

令
和
八
年
十
一
月
六
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　開
催
期
日 

令
和
九
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
六
日
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
並
び
に
同
月
十

一
日
及
び
同
月
二
十
三
日
を
除
く
。
） 

二

　場
所 

１

　学
科
、
実
習
及
び
修
業
試
験 

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校

　西
白
河
郡
矢
吹
町
一
本
木
四
百
四
十
六
番
地

一 

２

　一
部
の
実
習 

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所

　福
島
市
荒
井
字
地
蔵
原
甲
十
八
番
地 

三

　対
象
家
畜
の
種
類 

牛 

四

　受
講
人
員 

二
十
五
名 

五

　受
講
資
格 

家
畜
改
良
増
殖
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者 

六

　受
講
手
続 

１

　講
習
会
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
選
考
申
込

書
を
、
令
和
八
年
十
一
月
二
十
日
ま
で
に
所
轄
の
福
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
を
経
由
し
て
知
事
に

提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
県
外
在
住
者
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
生
産
流
通
総
室
畜
産
課
へ
提
出

す
る
こ
と
。 

２

　受
講
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
受
講
願
書
に
二
万
八
千
円
相
当
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額
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
貼
り
、
履
歴
書
を
添
付
の
上
、
令
和
八
年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
所

轄
の
福
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
県
外
在
住
者
は
、

福
島
県
農
林
水
産
部
生
産
流
通
総
室
畜
産
課
へ
提
出
す
る
こ
と
。 

七

　そ
の
他 

１

　選
考
申
込
者
が
定
員
を
超
過
し
た
場
合
は
、
県
内
在
住
者
及
び
畜
産
関
係
の
業
務
に
従
事
又
は

従
事
す
る
予
定
の
者
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
す
る
。 

２

　詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
生
産
流
通
総
室
畜
産
課
又
は
最
寄
り
の
福
島
県
家
畜

保
健
衛
生
所
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

（
畜

　産

　課
） 

 

　
　
　
　
　福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
　

 
                           

 

公 告 第 １ ８ 号  
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 立 修 明 高 等 学 校 情 報 教 育

コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 賃 貸 借 に つ い て 、 次 の と お り 一 般 競 争 入 札 を 行 う の で 、 地 方 公
共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 ） 第
６ 条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 39 年 福 島 県 規 則 第 17 号 。 以 下 「 財 務 規 則 」 と い う 。 ） 第
274 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  
    令 和 ８ 年 11 月 ６ 日  
                                      福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長   鈴   木   竜   次  
１   入 札 に 付 す る 事 項  

⑴   借 入 物 品 の 名 称 及 び 数 量   福 島 県 立 修 明 高 等 学 校 情 報 教 育 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム
  一 式 （ 搬 入 、 据 付 け 、 組 立 て 、 調 整 、 機 器 保 守 、 撤 去 等 を 含 む 。 ）  

⑵   借 入 物 品 の 仕 様 等   入 札 説 明 書 及 び 仕 様 書 に よ る 。  
⑶   借 入 期 間   令 和 ９ 年 ３ 月 １ 日 か ら 令 和 15 年 ２ 月 28 日 ま で  
⑷   納 入 場 所   入 札 説 明 書 及 び 仕 様 書 に よ る 。  

２   入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 に 関 す る 事 項  
次 に 掲 げ る 条 件 を 全 て 満 足 し て い る 者 で あ り 、 か つ 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要

な 資 格 の 確 認 を 受 け た 者 で あ る こ と 。  
⑴   地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 22年 政 令 第 16号 ） 第 167条 の ４ 第 １ 項 各 号 の い ず れ に も 該

当 し な い 者 で あ る こ と 。  
⑵   ３ に 掲 げ る 日 か ら 入 札 の 日 ま で の 間 に 、 福 島 県 か ら 入 札 参 加 資 格 制 限 措 置 又 は 指

名 停 止 を 受 け て い な い 者 で あ る こ と 。  
⑶   会 社 更 生 法 （ 平 成 14 年 法 律 第 1 5 4 号 ） の 規 定 に よ る 更 生 手 続 開 始 の 申 立 て を し て い

る 者 若 し く は 申 立 て が な さ れ て い る 者 又 は 民 事 再 生 法 （ 平 成 1 1 年 法 律 第 2 2 5 号 ） の 規
定 に よ る 再 生 手 続 開 始 の 申 立 て を し て い る 者 若 し く は 申 立 て が な さ れ て い る 者 に あ っ
て は 、 当 該 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け た 後 に 、 こ の 入 札 に 参 加 す る こ と に 支 障 が な い と
認 め ら れ る 者 で あ る こ と 。  

⑷   ３ に 掲 げ る 日 か ら 過 去 ３ 年 以 内 に 、 こ の 公 告 に 示 し た 仕 様 に 合 致 し た 物 品 又 は こ
れ と 類 似 す る 物 品 に つ い て 、 生 産 し 、 販 売 し 、 又 は 相 当 の 期 間 貸 与 し た 実 績 を 有 す
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る 者 で あ る こ と 。  
⑸   当 該 物 品 を 借 入 期 間 中 に 確 実 に 貸 与 で き る 者 で あ る こ と 。  
⑹   当 該 物 品 に 係 る 保 守 、 修 理 、 部 品 供 給 等 を 借 入 期 間 中 に 確 実 に 履 行 で き る 者 で あ

る こ と 。  
３   入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の 確 認  

入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 所 定 の 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書 に 、 ２ の ⑷ か
ら ⑹ ま で に 掲 げ る 事 項 に つ い て 証 明 で き る 書 類 を 添 付 し て 、 令 和 ８ 年 11 月 24 日 （ 火 ）
午 後 ４ 時 ま で に 次 に 掲 げ る 場 所 に 提 出 し 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の 確 認
を 受 け る こ と 。 な お 、 郵 送 に よ り 提 出 す る 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ り 行 う も の と し 、 同
日 同 時 刻 ま で 必 着 と す る 。  

郵 便 番 号 963-6131   福 島 県 東 白 川 郡 棚 倉 町 大 字 棚 倉 字 東 中 居 63 番 地  
福 島 県 立 修 明 高 等 学 校   事 務 室  
電 話 0247 -33 - 3 2 14  

４   契 約 条 項 を 示 す 場 所 及 び 期 間  
３ に 掲 げ る 場 所 に お い て 、 令 和 ８ 年 11 月 ６ 日 （ 金 ） か ら 同 月 24 日 （ 火 ） ま で （ 土 曜

日 及 び 日 曜 日 並 び に 同 月 23 日 を 除 く 。 ） の 午 前 ８ 時 30 分 か ら 午 後 ４ 時 30 分 ま で  
５   入 札 説 明 書 等 の 配 布  

次 に よ り 、 入 札 説 明 書 、 仕 様 書 、 申 請 書 等 を 配 布 す る 。  
⑴   配 布 期 間   ４ に 掲 げ る 期 間 に 同 じ 。  
⑵   配 布 場 所   ３ に 掲 げ る 場 所 に 同 じ 。  
⑶   そ の 他   郵 送 に よ る 配 布 を 希 望 す る 場 合 は 、 日 本 産 業 規 格 Ａ 列 ４ 番 の 大 き さ の 用

紙 23 枚 が 入 る 程 度 の 大 き さ で 、 所 定 の 料 金 分 の 切 手 を 貼 っ た 宛 先 明 記 の 返 信 用 封 筒
を 同 封 の 上 、 ３ に 掲 げ る 場 所 ま で 令 和 ８ 年 11 月 24 日 （ 火 ） 午 後 ４ 時 ま で に 必 着 で 請
求 す る こ と 。  

６   入 札 及 び 開 札 の 日 時 及 び 場 所 等  
⑴   日 時   令 和 ８ 年 12 月 16 日 （ 水 ） 午 前 10 時  
⑵   場 所   福 島 県 立 修 明 高 等 学 校   会 議 室 （ 福 島 県 東 白 川 郡 棚 倉 町 大 字 棚 倉 字 東 中 居

63 番 地 ）  
⑶   そ の 他   郵 便 に よ り 入 札 を す る 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ り 行 う も の と し 、 令 和 ８ 年

12 月 15 日 （ 火 ） 午 後 ４ 時 ま で に ３ に 掲 げ る 場 所 に 必 着 と す る 。  
７   入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金  

⑴   入 札 保 証 金   こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 入 札 金 額 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税
を 含 む 。 ） の 100分 の ３ 以 上 の 額 の 入 札 保 証 金 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、
財 務 規 則 第 249条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 入 札 保 証 金 の 全
部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。  

⑵   契 約 保 証 金   落 札 者 は 、 契 約 金 額 の 100分 の ５ 以 上 の 額 の 契 約 保 証 金 を 納 付 し な け
れ ば な ら な い 。 た だ し 、 財 務 規 則 第 229条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お
い て は 、 契 約 保 証 金 の 全 部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。  

８   入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 に 要 求 さ れ る 事 項  
こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 開 札 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 提 出 し た 書 類 に

関 し 福 島 県 立 修 明 高 等 学 校 長 か ら 説 明 を 求 め ら れ た 場 合 は 、 そ れ に 応 じ な け れ ば な ら
な い 。  

９   入 札 の 無 効  
２ の 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の な い 者 の し た 入 札 及 び 入 札 説 明 書 に お い て 示

す 入 札 に 関 す る 条 件 等 に 違 反 し た 入 札 は 、 無 効 と す る 。  
10   そ の 他  

⑴   契 約 手 続 に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨   日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨  
⑵   入 札 方 法   落 札 の 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書 に 記 載 さ れ た 金 額 に 当 該 金 額 の 1 0 0分

の 10 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に １ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の
端 数 金 額 を 切 り 捨 て た 金 額 ） を も っ て 落 札 価 格 と す る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 に 係
る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る か を 問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 希 望 金 額 の 110
分 の 100 に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記 載 す る こ と 。  

⑶   落 札 者 の 決 定 方 法   予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で 最 低 の 価 格 を も っ て 有 効 な 入 札 を
行 っ た 入 札 者 を 落 札 者 と す る 。  

⑷   契 約 書 作 成 の 要 否   要  
⑸   福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 か ら の 要 請 等   福 島 県 立 修 明 高 等 学 校 長 は 、 福 島

県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 （ 福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 設 置 要 綱 （ 平 成 ８ 年 福
島 県 告 示 第 320号 ） 第 １ 条 に 規 定 す る 委 員 会 を い う 。 ） か ら 契 約 停 止 の 要 請 を 受 け た

─────────────────────────────────────────────────────────── 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

場 合 は 契 約 の 執 行 を 停 止 し 、 契 約 を 破 棄 す る 提 案 が 出 さ れ た 場 合 は 契 約 を 破 棄 す る
こ と が で き る 。  

⑹   そ の 他   詳 細 は 、 入 札 説 明 書 に よ る 。  
11   Summary  

⑴   N a t u r e  a n d  q u a n t i t y  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e  l e a s e d :  C o m p u t e r  s y s t e m  f o r  
e d u c a t i o n  a t  F u ku s h im a  P r e f e c t u r a l  S hume i  H i g h  S c ho o l ,  i n c l u d i n g  i t s  d e l i v e r y ,  
i n s t a l l a t i o n ,  a s s e m b l y ,  a d j u s t m e n t ,  m a i n t e n a n c e  a n d  r e m o v a l ,  e t c  1  s e t  

⑵   T i m e - l i m i t  o f  t e n d e r  ( b y  h a n d ) :  1 0 : 0 0  a . m . ,  1 6  D e c e m b e r  2 0 2 6  
⑶   T i m e - l i m i t  o f  t e n d e r  ( b y  m a i l ) :  4 : 0 0  p . m . ,  1 5  D e c e m b e r  2 0 2 6  
⑷   C o n t a c t  p o i n t  f o r  t h e  n o t i c e :  F u k u s h i m a  P r e f e c t u r a l  S h u m e i  H i g h  S c h o o l ,  

63  H i ga sh i n aka i ,  Tan agu ra ,  Tan agu ra  Town ,  H i ga sh i -Sh i r akawa  Coun t y ,  Fuku sh ima  
963 -6131  J ap an  TEL 0247- 33 -3214  

（ 教 育 総 務 課 ）  
                       
公 告 第 １ ９ 号  

Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 立 小 名 浜 海 星 高 等 学 校 情
報 教 育 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 賃 貸 借 に つ い て 、 次 の と お り 一 般 競 争 入 札 を 行 う の で 、
地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 372
号 ） 第 ６ 条 及 び 福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 3 9 年 福 島 県 規 則 第 1 7 号 。 以 下 「 財 務 規 則 」 と い
う 。 ） 第 2 7 4 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  
    令 和 ８ 年 11 月 ６ 日  
                                      福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長   鈴   木   竜   次  
１   入 札 に 付 す る 事 項  

⑴   借 入 物 品 の 名 称 及 び 数 量    
ア   福 島 県 立 小 名 浜 海 星 高 等 学 校 情 報 教 育 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム （ 水 産 校 舎 ２ 階 漁

業 生 物 実 習 室 ）   一 式 （ 搬 入 、 据 付 け 、 組 立 て 、 調 整 、 機 器 保 守 、 撤 去 等 を 含
む 。 ）  

イ   福 島 県 立 小 名 浜 海 星 高 等 学 校 情 報 教 育 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム （ 水 産 校 舎 ３ 階 通
信 実 習 室 ）   一 式 （ 搬 入 、 据 付 け 、 組 立 て 、 調 整 、 機 器 保 守 、 撤 去 等 を 含 む 。 ）  

⑵   借 入 物 品 の 仕 様 等  
ア 及 び イ   入 札 説 明 書 及 び 仕 様 書 に よ る 。  

⑶   借 入 期 間  
ア 及 び イ   令 和 ９ 年 １ 月 １ 日 か ら 令 和 14 年 12 月 31 日 ま で  

⑷   納 入 場 所  
ア 及 び イ   入 札 説 明 書 及 び 仕 様 書 に よ る 。  

２   入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 に 関 す る 事 項  
次 に 掲 げ る 条 件 を 全 て 満 足 し て い る 者 で あ り 、 か つ 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要

な 資 格 の 確 認 を 受 け た 者 で あ る こ と 。  
⑴   地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 2 2年 政 令 第 1 6 号 ） 第 16 7 条 の ４ 第 １ 項 各 号 の い ず れ に も 該

当 し な い 者 で あ る こ と 。  
⑵   ３ に 掲 げ る 日 か ら 入 札 の 日 ま で の 間 に 、 福 島 県 か ら 入 札 参 加 資 格 制 限 措 置 又 は 指

名 停 止 を 受 け て い な い 者 で あ る こ と 。  
⑶   会 社 更 生 法 （ 平 成 1 4 年 法 律 第 1 5 4 号 ） の 規 定 に よ る 更 生 手 続 開 始 の 申 立 て を し て い

る 者 若 し く は 申 立 て が な さ れ て い る 者 又 は 民 事 再 生 法 （ 平 成 1 1 年 法 律 第 2 2 5 号 ） の 規
定 に よ る 再 生 手 続 開 始 の 申 立 て を し て い る 者 若 し く は 申 立 て が な さ れ て い る 者 に あ っ
て は 、 当 該 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け た 後 に 、 こ の 入 札 に 参 加 す る こ と に 支 障 が な い と
認 め ら れ る 者 で あ る こ と 。  

⑷   ３ に 掲 げ る 日 か ら 過 去 ３ 年 以 内 に 、 こ の 公 告 に 示 し た 仕 様 に 合 致 し た 物 品 又 は こ
れ と 類 似 す る 物 品 に つ い て 、 生 産 し 、 販 売 し 、 又 は 相 当 の 期 間 貸 与 し た 実 績 を 有 す
る 者 で あ る こ と 。  

⑸   当 該 物 品 を 借 入 期 間 中 に 確 実 に 貸 与 で き る 者 で あ る こ と 。  
⑹   当 該 物 品 に 係 る 保 守 、 修 理 、 部 品 供 給 等 を 借 入 期 間 中 に 確 実 に 履 行 で き る 者 で あ

る こ と 。  
３   入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の 確 認  

入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 所 定 の 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書 に 、 ２ の ⑷ か
ら ⑹ ま で に 掲 げ る 事 項 に つ い て 証 明 で き る 書 類 を 添 付 し て 、 令 和 ８ 年 11 月 26 日 （ 木 ）
午 後 ４ 時 ま で に 次 に 掲 げ る 場 所 に 提 出 し 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の 確 認
を 受 け る こ と 。 な お 、 郵 送 に よ り 提 出 す る 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ り 行 う も の と し 、 同
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日 同 時 刻 ま で 必 着 と す る 。  
郵 便 番 号 970-0316   福 島 県 い わ き 市 小 名 浜 下 神 白 字 館 ノ 腰 153  
福 島 県 立 小 名 浜 海 星 高 等 学 校   事 務 室  
電 話 0246 -54 - 3 0 01  

４   契 約 条 項 を 示 す 場 所 及 び 期 間  
３ に 掲 げ る 場 所 に お い て 、 令 和 ８ 年 11 月 ６ 日 （ 金 ） か ら 同 月 26 日 （ 木 ） ま で （ 土 曜

日 及 び 日 曜 日 並 び に 同 月 23 日 を 除 く 。 ） の 午 前 ８ 時 15 分 か ら 午 後 ４ 時 45 分 ま で  
５   入 札 説 明 書 等 の 配 布  

次 に よ り 、 入 札 説 明 書 、 仕 様 書 、 申 請 書 等 を 配 布 す る 。  
⑴   配 布 期 間   ４ に 掲 げ る 期 間 に 同 じ 。  
⑵   配 布 場 所   ３ に 掲 げ る 場 所 に 同 じ 。  
⑶   そ の 他   郵 送 に よ る 配 布 を 希 望 す る 場 合 は 、 日 本 産 業 規 格 Ａ 列 ４ 番 の 大 き さ の 用

紙 30 枚 （ ア 及 び イ そ れ ぞ れ ） が 入 る 程 度 の 大 き さ で 、 所 定 の 料 金 分 の 切 手 を 貼 っ た
宛 先 明 記 の 返 信 用 封 筒 を 同 封 の 上 、 ３ に 掲 げ る 場 所 ま で 令 和 ８ 年 11 月 19 日 （ 木 ） 午
後 ４ 時 ま で に 必 着 で 請 求 す る こ と 。  

６   入 札 及 び 開 札 の 日 時 及 び 場 所 等  
⑴   日 時  

ア   令 和 ８ 年 12 月 16 日 （ 水 ） 午 後 ２ 時  
イ   令 和 ８ 年 12 月 16 日 （ 水 ） 午 後 ２ 時 30 分  

⑵   場 所  
ア 及 び イ   福 島 県 立 小 名 浜 海 星 高 等 学 校   本 校 舎 １ 階 小 会 議 室 （ 福 島 県 い わ き 市 小

名 浜 下 神 白 字 武 城 23 ）  
⑶   そ の 他   郵 送 に よ り 入 札 を す る 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ り 行 う も の と し 、 令 和 ８ 年

12 月 15 日 （ 火 ） 午 後 ４ 時 ま で に ３ に 掲 げ る 場 所 に 必 着 と す る 。  
７   入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金  

⑴   入 札 保 証 金   こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 入 札 金 額 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税
を 含 む 。 ） の 100分 の ３ 以 上 の 額 の 入 札 保 証 金 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、
財 務 規 則 第 249条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 入 札 保 証 金 の 全
部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。  

⑵   契 約 保 証 金   落 札 者 は 、 契 約 金 額 の 100分 の ５ 以 上 の 額 の 契 約 保 証 金 を 納 付 し な け
れ ば な ら な い 。 た だ し 、 財 務 規 則 第 229条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お
い て は 、 契 約 保 証 金 の 全 部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。  

８   入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 に 要 求 さ れ る 事 項  
こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 開 札 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 提 出 し た 書 類 に

関 し 福 島 県 立 小 名 浜 海 星 高 等 学 校 長 か ら 説 明 を 求 め ら れ た 場 合 は 、 そ れ に 応 じ な け れ
ば な ら な い 。  

９   入 札 の 無 効  
２ の 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の な い 者 の し た 入 札 及 び 入 札 説 明 書 に お い て 示

す 入 札 に 関 す る 条 件 等 に 違 反 し た 入 札 は 、 無 効 と す る 。  
10   そ の 他  

⑴   契 約 手 続 に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨   日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨  
⑵   入 札 方 法   落 札 の 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書 に 記 載 さ れ た 金 額 に 当 該 金 額 の 1 0 0分

の 10 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に １ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の
端 数 金 額 を 切 り 捨 て た 金 額 ） を も っ て 落 札 価 格 と す る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 に 係
る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る か を 問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 希 望 金 額 の 110
分 の 100 に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記 載 す る こ と 。  

⑶   落 札 者 の 決 定 方 法   予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で 最 低 の 価 格 を も っ て 有 効 な 入 札 を
行 っ た 入 札 者 を 落 札 者 と す る 。  

⑷   契 約 書 作 成 の 要 否   要  
⑸   福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 か ら の 要 請 等   福 島 県 立 小 名 浜 海 星 高 等 学 校 長 は 、

福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 （ 福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 設 置 要 綱 （ 平 成 ８
年 福 島 県 告 示 第 320号 ） 第 １ 条 に 規 定 す る 委 員 会 を い う 。 ） か ら 契 約 停 止 の 要 請 を 受
け た 場 合 は 契 約 の 執 行 を 停 止 し 、 契 約 を 破 棄 す る 提 案 が 出 さ れ た 場 合 は 契 約 を 破 棄
す る こ と が で き る 。  

⑹   そ の 他   詳 細 は 、 入 札 説 明 書 に よ る 。  
11   Summary  

⑴   N a t u r e  a n d  q u a n t i t y  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e  l e a s e d :  
①   C o m p u t e r  s y s t e m  f o r  e d u c a t i o n  a t  t h e  2 n d - F l o o r  F i s h e r i e s  B i o l o g y  L a b   
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

                                       

o f  t h e  F i s h e r i e s  B u i l d i n g  i n c l u d i n g  i t s  d e l i v e r y ,  i n s t a l l a t i o n ,  a s s e m b l y ,  
a d j u s t m e n t ,  m a i n t e n a n c e  a n d  r e m o v a l ,  e t c  1  s e t  

②   C o m p u t e r  s y s t e m  f o r  e d u c a t i o n  a t  t h e  3 r d - F l o o r  C o m m u n i c a t i o n s  L a b  o f  
t h e  F i s h e r i e s  B u i l d i n g  i n c l u d i n g  i t s  d e l i v e r y ,  i n s t a l l a t i o n ,  a s s e m b l y ,  
a d j u s t m e n t ,  m a i n t e n a n c e  a n d  r e m o v a l ,  e t c  1  s e t  

⑵   T i m e - l i m i t  o f  t e n d e r  ( b y  h a n d ) :  
①   2 : 0 0  p . m . ,  1 6  D e c e m b e r  2 0 2 6  
②   2 : 3 0  p . m . ,  1 6  D e c e m b e r  2 0 2 6  

⑶   T i m e - l i m i t  o f  t e n d e r  ( b y  m a i l ) :  4 : 0 0  p . m . ,  1 5  D e c e m b e r  2 0 2 6  
⑷   C o n t a c t  p o i n t  f o r  t h e  n o t i c e :  F u k u s h i m a  P r e f e c t u r a l  O n a h a m a  K a i s e i  H i g h  

S c ho o l ,  1 5 3  Ta t e n o k o s h i ,  S h imok a j i r o ,  On ah ama ,  Iw a k i  C i t y ,  Fuk u s h ima  9 70 - 0 316  
Japan  TEL 0246-54-3001  

                                                                （ 教 育 総 務 課 ）  
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  福 島 県 道 路 交 通 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  
令 和 ８ 年 11 月 ６ 日  

                                      福 島 県 公 安 委 員 会 委 員 長   髙   橋   良   行    
福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 ５ 号  
      福 島 県 道 路 交 通 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  
  福 島 県 道 路 交 通 規 則 （ 昭 和 35 年 福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 14 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改
正 す る 。  
  様 式 第 40 号 の ８ か ら 様 式 第 40 号 の 13 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。  
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       

様式第40号の８（第36条の21関係）
（表）

※ 受 理 年 月 日 年 月 日
※ 受 理 番 号
※ 修了証明書交付年月日 年 月 日
※ 修 了 証 明 書 番 号

駐車監視員資格者講習受講申込書

年 月 日

福島県公安委員会

申請者氏名

郵便番号 －
住 所

申 (ふりがな)

氏 名
込

生 年 月 日 年 月 日 写 真
者

連 絡 先
電 話（ ） ―

受 講 希 望
年 月 日 年 月 日

備考
１ ※印欄は、記入しないでください。
２ 写真は、申込み前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦3.0センチメ

ートル、横2.4センチメートルのものとします。
３ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       （裏）

注 意 事 項

駐車監視員資格者講習を受講し、その課程を修了しても、次のいずれかに該当
する場合には、駐車監視員資格者証の交付を受けることができません。

１ １８歳未満の者
２ 成年被後見人若しくは被保佐人又は破産者で復権を得ないもの
３ 拘禁刑以上の刑に処せられ、又は道路交通法第１１９条の２の４第２項の

罪を犯して刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなく
なつた日から起算して２年を経過しない者

４ 集団的に、又は常習的に確認事務の委託の手続等に関する規則第３条各号
に掲げる罪のいずれかに当たる行為を行うおそれがあると認めるに足りる相
当な理由がある者

５ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第１２条若しくは第１２
条の６の規定による命令又は同法第１２条の４第２項の規定による指示を受
けた者であつて、当該命令又は指示を受けた日から起算して２年を経過しな
いもの

６ アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚せい剤の中毒者
７ 精神機能の障害により確認事務を適正に行うに当たつて必要な認知、判断

及び意思疎通を適切に行うことができない者
８ 駐車監視員資格者証の返納を命ぜられ、その返納の日から起算して２年を

経過しない者

収 入 証 紙 欄
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       

様式第40号の９（第36条の22関係）

※ 受 理 年 月 日 年 月 日
※ 受 理 番 号
※ 証明書再発行年月日 年 月 日

駐車監視員資格者講習修了証明証（認定書）再交付申請書

年 月 日

福島県公安委員会

申請者氏名

郵便番号 －
住 所

申
(ふりがな)

請 氏 名

者 生 年 月 日 年 月 日

連 絡 先
電 話（ ） －

修
了
証 番 号
明
書
又
は
認 交付年月日 年 月 日
定
書

再 交 付 を 申 請
す る 事 由

備考
１ ※印欄は、記入しないでください。
２ 「再交付を申請する事由」欄には、亡失又は滅失の状況を記入してください。

なお、所定の欄に記入できないときは、別紙に記入の上、これを添付してください。
３ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       

様式第40号の10（第36条の23関係）
（表）

※ 受 理 番 号
※ 認 定 年 月 日 年 月 日
※ 認 定 書 番 号

駐車監視員資格者認定申請書

年 月 日

福島県公安委員会

申請者氏名 ○印

郵便番号 －
住 所

申
(ふりがな)

請 氏 名

者 生 年 月 日 年 月 日 写真

連 絡 先
電 話（ ） ―

備考
１ この申請書には、次のいずれかに該当する者であることを証する書面を添付してください。
(1) 道路交通関係法令の規定の違反の取締りに関する事務に従事した期間が通算して３年以

上である者
(2) 確認事務における管理的又は監督的地位にあつた期間が通算して５年以上である者
(3) (1)又は(2)に掲げる者と同等の経歴を有する者
２ ※印欄は、記入しないでください。
３ 写真は、申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦3.0センチメートル、
横2.4センチメートルのものとします。

４ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       （裏）

収 入 証 紙 欄
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       

様式第40号の11（第36条の24関係）
（表）

※ 受 理 年 月 日 年 月 日
※ 受 理 番 号
※ 交 付 年 月 日 年 月 日
※ 資格者証番号

駐車監視員資格者証交付申請書

年 月 日

福島県公安委員会

申請者氏名

郵便番号 ―
住 所

申
(ふりがな)

請 氏 名

者 生 年 月 日 年 月 日 写 真

連 絡 先
電 話（ ） ―

備考
１ この申請書には、次に掲げる書類を添付してください。
(1) 駐車監視員資格者講習修了証明書又は認定書
(2) 住民票の写し（住民基本台帳法第７条第５号に掲げる事項（外国人にあつては、国

籍等（同法第30条の45に規定する国籍等をいう。以下同じ。））が記載されたものに限
る。）

(3) アルコール、麻薬、大麻、あへん又は覚醒剤の中毒者に該当しない旨の医師の診断
書

(4) 精神機能の障害により確認事務を適正に行うに当たつて必要な認知、判断及び意思
疎通を適切に行うことができない者に該当しないことが明らかであるかどうかの別を
記載した医師の診断書

(5) 欠格事由に該当しないことを誓約する書面
２ ※印欄は、記入しないでください。
３ 申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦3.0センチメートル、横

2.4センチメートルの写真２枚を添付するものとし、その裏面に氏名及び撮影年月日を記
入してください。

４ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       （裏）

収 入 証 紙 欄
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       

様式第40号の12（第36条の25関係）
（表）

※ 受理年月日 年 月 日
※ 受 理 番 号
※ 交付年月日 年 月 日

駐車監視員資格者証書換え交付申請書

年 月 日

福島県公安委員会

申請者氏名

郵便番号 ―
住 所

申
(ふりがな)

請 氏 名
者 生 年 月 日 年 月 日 写真

連 絡 先
電 話（ ） ―

資 番 号
格
者
証 交付年月日 年 月 日

書 換 え 交 付 を
申 請 す る 事 由

備考
１ この申請書には、既に交付された駐車監視員資格者証を添付するとともに、住民票の写

し、運転免許証その他の変更事項を確認できる資料を提示又は提出してください。
２ ※印欄は、記入しないでください。
３ 「書換え交付を申請する事由｣欄には、変更事項の内容及びその理由を記入してください。

なお、所定の欄に記入できないときは、別紙に記入の上、これを添付してください。
４ 申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦3.0センチメートル、横2.4

センチメートルの写真２枚を添付するものとし、その裏面に氏名及び撮影年月日を記入し
てください。

５ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       （裏）

収 入 証 紙 欄
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       

様式第40号の13（第36条の25関係）
（表）

※ 受理年月日 年 月 日
※ 受 理 番 号
※ 交付年月日 年 月 日

駐車監視員資格者証再交付申請書

年 月 日

福島県公安委員会

申請者氏名

郵便番号 ―
住 所

申
(ふりがな)

請 氏 名

者 生 年 月 日 年 月 日 写真

連 絡 先
電 話（ ） ―

資 番 号
格
者
証 交付年月日 年 月 日

再 交 付 を
申 請 す る 事 由

備考
１ ※印欄は、記入しないでください。
２ 「再交付を申請する事由」欄には、亡失又は滅失の状況を記入してください。

なお、所定の欄に記入できないときは、別紙に記入の上、これを添付してください。
３ 申請前６月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦3.0センチメートル、

横2.4センチメートルの写真２枚を添付するものとし、その裏面に氏名及び撮影年月日
を記入してください。

４ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とする。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━                                       （裏）

収 入 証 紙 欄
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

                                       

      附   則  
  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
                                                                （ 交 通 指 導 課 ）  

 

　
　
　
　
　

 

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
五
号 

福
島
県
公
職
選
挙
等
執
行
規
程
（
昭
和
四
十
年
福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
八
号
）
第
八
条

第
四
項
（
第
百
十
一
条
第
一
項
又
は
第
百
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
を
閉
鎖
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
八
年
十
一
月
六
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　成

　田

　良

　洋 
 

 
 

施

　設

　の

　名

　称

施

　設

　の

　所

　在

　地

閉

　鎖

　年

　月

　日

  

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会

　

 

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
長
浜 

令
和
八
年
三
月
三
一
日

　
　
　

 
 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
さ 

字
久
保
田
一
一
番
地

　
　
　

 
 

く
さ
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

                     

再生紙を使用しています。 【定価　１箇月 3,560円】 発行者　福　　　　島　　　　県
印刷所　株式会社　第　一　印　刷
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